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１．中間決算概況

・業務粗利益は、資金利益・役務取引等利益は減少したものの、国債等債券損益の改善によりその他業務利益が増加したこと等により、

前年同期比１８億円の増加となった。

・経常利益は、株式等関係損益が減少したことに伴い臨時損益が減少したことから、前年同期比１６億円の減少となった。

損益状況
決算ポイント

（ＫＦＧ連結）

○資金利益 前年同期比△15億円

・貸出金利息 ＋６億円
・外貨調達費用（△） +20億円

○役務取引等利益 前年同期比 △７億円

・預り資産関連手数料 △２億円
・団信保険料（△） ＋４億円

○経費 前年同期比＋5億円

・人件費 △1億円
・物件費 ＋2億円
・税金 ＋2億円

○与信費用 前年同期比△19億円

・一般貸倒引当金繰入額 △7億円
・不良債権処理額 △12億円

○有価証券関係損益 前年同期比△9億円
（うちＫＦＧ連結調整 △27億円）

・国債等債券損益 +42億円
（国内部門：+15億円 国際部門+26億円）

・株式等関係損益 △51億円

 （億円）

2019年度 2018年度 2019年度 2018年度

中間期 前年同期比 中間期 中間期 前年同期比 中間期

経常収益 845 0 844 699 1 697

業務粗利益 569 18 551 546 15 530

資金利益 435 △ 15 450 449 △ 18 468

役務取引等利益 68 △ 7 76 62 △ 7 69

特定取引利益 2 △ 1 4 0 0 0

その他業務利益 63 43 19 34 42 △ 7

(うち国債等債券損益) (39) (42) (△3) (39) (42) (△3)

経費（△） 374 5 369 350 3 347

コア業務純益 155 △ 29 185 155 △ 31 186

一般貸倒引当金繰入額(△) △ 3 △ 7 3 △ 4 △ 8 4

業務純益 198 20 178 199 19 179

臨時損益 △ 36 △ 36 0 △ 1 △ 8 7

不良債権処理額(△) 18 △ 12 31 15 △ 12 28

株式等関係損益 △ 13 △ 51 38 16 △ 24 41

その他臨時損益 △ 4 3 △ 7 △ 2 3 △ 6

経常利益 162 △ 16 178 198 11 186

特別損益 △ 0 △ 0 △ 0 △ 1 △ 0 △ 0

税引前中間純利益 161 △ 16 178 197 10 186

中間純利益 111 △ 9 121 139 8 131

（与信費用） 15 △ 19 34 11 △ 20 31

2行合算ＫＦＧ連結
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２．資金利益

・資金利益は、貸出金利息は増加したものの有価証券利息が減少したことにより、前年同期比△18億円の449億円となった。

国内部門△13億円（貸出金利息＋1億円 有価証券利息△19億円）、国際部門△4億円

資金利益の状況 （億円）

（億円） （億円）（億円） 資金利益の推移 有価証券利息の推移貸出金利息の推移

２行合算 肥後 鹿児島 ２行合算 肥後 鹿児島 ２行合算 肥後 鹿児島 ２行合算 肥後 鹿児島

資金利益 461 233 227 470 235 234 468 233 234 449 221 227 △18

429 210 218 441 212 229 437 208 229 423 203 220 △13

うち貸出金利息 348 165 182 344 163 180 343 164 179 345 165 180 1

うち預金利息 8 4 3 7 3 3 4 1 2 3 1 2 △0

うち有価証券利息 105 62 42 116 62 54 108 55 52 88 46 42 △19

32 23 9 28 23 5 30 25 5 25 18 7 △4

うち貸出金利息 1 0 0 2 2 0 3 3 0 8 5 2 4

うち預金利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち有価証券利息 40 27 13 41 29 11 45 35 10 59 44 15 14

2018/9 2018/9比

増減

国際部門

国内部門
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３．総資金利鞘と利回り

総資金利鞘の状況

有価証券利回り貸出金利回り

・資金運用利回りは、有価証券利回りは上昇したものの、貸出金利回りが低下したため、前年同期比△0.03％の1.09％となった。

・総資金利鞘は、資金運用利回りが低下するとともに、資金調達原価も上昇したことにより、前年同期比△0.06％の0.26％となった。
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2行合算 肥後 鹿児島

2018/9 増減

肥後 鹿児島

①資金運用利回り 1.12% 1.09% 1.06% 1.12% △0.03％

貸出金利回り 1.05% 1.00% 0.96% 1.04% △0.05％

有価証券利回り 1.41% 1.50% 1.43% 1.63% 0.09%

②資金調達原価 0.80% 0.83% 0.80% 0.86% 0.03%

資金調達利回り 0.06% 0.11% 0.15% 0.06% 0.05%

うち預金等利回り 0.01% 0.00% 0.00% 0.01% △0.01％

総資金利鞘（①‐②） 0.32% 0.26% 0.26% 0.26% △0.06％

2019/9

２行合算
  ２行合算

２行合算
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振込手数料

口座振替

ATM関連
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法人ソリューション
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投信

その他

支払為替手数料

支払保証料

団信保険料

４．役務取引等利益

役務取引等利益の状況

（億円）

・役務取引等利益は、預り資産関連手数料の減少や団信保険料の増加等により、前年同期比△7.8億円の61.8億円となった。

（九州ＦＧ証券の預り資産販売手数料を加えると63.3億円）

○役務等取引収益 前年同期比：△3.0億円

・振込手数料 ＋1.6億円
・ＡＴＭ関連 △2.3億円
・預り資産（投信・生損保）△2.1億円
・法人ソリューション △0.6億円

○役務取引等費用 前年同期比：＋4.4億円

・団信保険料 ＋4.4億円

■団信保険料

■支払保証料

■支払為替手数料

■その他

2行合算 ： 61.8億円
九州FG証券： 1.5億円
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５．経費

経費の状況

（億円）
（億円）

肥後銀行

鹿児島銀行
（億円）

・経費は、人件費は減少したものの、物件費・税金が増加した結果、前年同期比＋３億円の350億円となった。

・一方で、業務粗利益が増加したことから、OHRは前年同期比△1.16％の64.24％となった。
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６．貸出金

・貸出金残高は、前年度末比3,114億円増加（増減率＋4.5％）し、７兆2,075億円となった。

・法人向け、個人向け、公共向けのいずれも順調に増加

（法人向け：＋401億円 個人向け：＋643億円 公共向け：＋2,068億円）

貸出金残高の状況

（億円）

（億円）
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７兆円突破
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７．与信費用と金融再生法開示債権

与信費用の状況

（億円） （億円）

・与信費用は、不良債権処理額および一般貸倒引当金繰入額がともに減少したことから、前年同期比△20億円の11億円となった。

・金融再生法開示債権は、前年度末並みの1,332億円、不良債権比率は 1.83％となった。

金融再生法開示債権の状況
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８．有価証券

有価証券残高の状況

（億円）

有価証券評価損益の状況

（億円）

・有価証券残高は、外債を中心に増加し、前年度末比426億円の増加。

・有価証券評価損益は、外債の評価損益が大幅に改善したことから、前年度末比359億円の増加。
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預り資産残高の状況（保険残高は販売累計額）

7,815 
8,383 8,824 

9,347 9,580 

1,679 
1,606 

1,470 
1,298 1,216 

885
881

912
826 667

606 809

10,381 
10,872 

11,208 

12,078 12,393 

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

2016/3末 2017/3末 2018/3末 2019/3末 2019/9末

保険 投資信託 公共債等 九州FG証券

9．総預金・預り資産

８

（億円） （億円）

総預金残高の状況（含むNCD）

・総預金残高は、前年度末比1,888億円（増減率＋2.2％）増加し、８兆7,701億円となった。

・法人預金、個人預金、公共預金のいずれも順調に増加（法人預金：＋442億円 個人預金：＋440億円 公共他：1,005億円）

・預り資産残高は、前年度末比＋315億円の1兆2,393億円。
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１０．自己資本比率

自己資本比率の状況（ＫＦＧ連結）

（億円） 自己資本比率（ＫＦＧ連結）

自己資本比率（2行合算）

・コア資本は前年度末比69億円増加し、6,084億円となった。

・コア資本は増加したものの、貸出金増加に伴いリスクアセットも増加したため、自己資本比率は前年度末比△0.05％の11.29％となった。

（億円）

（億円）

2019/3 2019/9 増減

①コア資本額 6,015 6,084 69

うち株主資本の額 5,924 6,016 92

②リスクアセット 53,039 53,879 840

③自己資本比率（①÷②） 11.34% 11.29% △0.05％

2019/3 増減

肥後 鹿児島

①コア資本額 5,515 5,608 2,792 2,816 93

うち株主資本の額 5,396 5,509 2,795 2,714 113

②リスクアセット 52,326 53,128 26,232 26,896 802

③自己資本比率（①÷②） 10.54% 10.56% 10.64% 10.47% 0.02%

2019/9

２行合算 ２行合算  ２行合算
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１１．業績予想

2019年度業績予想（ＫＦＧ連結）

（億円）

2019年度業績予想（２行単体の単純合算）

九州ＦＧ証券収益予想

役務取引等利益：４億円
特定取引利益 ：８億円

（億円）

2019/3 2020/3 増減

1,703 1,653 △ 50

337 338 1

222 228 6

連結経常収益

連結経常利益

親会社株主に帰属する当期純利益

ＫＦＧ連結

2019/3 増減

２行合算 ２行合算 肥後 鹿児島 ２行合算

業務粗利益 1,038 1,049 520 529 11

資金利益 930 887 435 451 △43

役務取引等利益 121 113 60 53 △7

その他業務利益 △13 48 24 24 62

(うち国債等債券損益) 5 51 34 17 46

経費 697 708 359 349 11

コア業務純益 340 289 127 162 △51

一般貸倒引当金(△) △5 9 1 7 14

業務純益 346 331 159 172 △15

臨時損益 9 8 10 △1 △1

不良債権処理費用(△) 40 18 8 9 △21

株式等関係損益 59 25 23 1 △34

その他臨時損益 △9 1 △4 6 11

経常利益 355 340 170 170 △15

特別損益 △5 0 0 0 5

税引前当期純利益 350 340 170 170 △10

当期純利益 245 240 120 120 △5

（与信費用） 34 29 10 19 △5

2020/3
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九州フィナンシャルグループの経営戦略



地域の持続可能性

好循環サイクルを実現

地域・お客様・グループの
持続可能性向上

グループの持続可能性 お客様の持続可能性

経営理念

ＳＤＧ
への

取組み

社会
貢献
活動

地域総合金融機能

地域産業振興機能

お客様と地域に寄り添う現場重視のグループ

お客様と地域の持続的な発展

それぞれが地域トップの金融機関として、自律的に
現場重視で品質の高い経営を実践

１．お客様にとって九州トップの総合金融グループへ

ガバナンスの高度化
人材力の強化

権限移譲・現場重視

16

お客様・地域とKFGとの好循環サイクル

経済的な安定

誇り
（自然・文化・生きがい）

夢・希望健康・安全安心

文化資本自然資本人間資本経済資本



銀行業界初「日本経営品質賞」を受賞（肥後銀行）

日本経営品質賞とは
お客様の視点から経営全体を運営し、自己革新を通じて新
しい価値を創出し続けることのできる「卓越した経営の仕組
み」を有する企業を表彰。

 高い価値創造を実現する体系的組織変革と人づくり
 経営品質フレームを内部振り返りと本業に活用
 金融サービス・非金融サービスを通じた社会貢献活動
 組織全体の一体化による風土変革 等

肥後銀行
「２０１９年度日本経営品質賞」受賞

17

表彰理由



２．指標目標と2019年度中間期実績

18

総預金平残
（NCD含む・２行）

貸出金平残
（２行）

連結中間純利益

お客様向けサービス
業務利益 ※

指標目標

連結ＲＯＥ
（株主資本）

連結ＯＨＲ

2019年度
中間期実績

8.7兆円

7.0兆円

111億円

60億円

3.7％

65.7％

連結自己資本比率 11.2％

2019年度
業績予想

8.７兆円

7.1兆円

228億円

121億円

3.8％

69.9％

10.7％

2020年度
（最終年度）

目標値

7.6兆円

9.2兆円

250億円

140億円

4％台

70％未満

10％以上

※お客様向けサービス業務利益：貸出金平残×預貸金利回り差＋役務収益等利益－経費

2018年度
実績

8.5兆円

6.7兆円

222億円

121億円

3.7％

68.2％

11.3％
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○本年４月から両銀行本体での信託業務取扱開始により、九州の地方銀行としては、初めてグループ内で本体業務として、
「ためる」・「ふやす」・「のこす」という、お客様のライフサイクル、相続などのご要望に応じたサービスをワンストップでご提供可能となりました。
○今後も、お客様の多様化するニーズにお応えするため、より専門性の高い金融商品、サービスの提供に努めてまいります。

• 資産運用に関する高い専門性

• 高度な運用手法提案

• 投信、仕組債等推進

銀・証・信
連携

証
券

銀
行

本年４月より信託業務本体参入

資産形成

資産運用

資産承継

お
客
様
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
最
適
な
ご
提
案KFGグループ全体での仲介販売モデルが定着し、

預り資産残高は着実に増加

（億円）

・相談、契約件数は順調に増加基調
・「銀・証・信連携」により営業店担当者の提案力向上

※信託商品ラインナップ
遺言信託
遺産整理業務
金銭信託（遺言代用信託、暦年贈与型信託）

1,767
1,926 2,045

（除く公共債・生保）

３．「銀・証・信連携の確立」への取り組み

銀
行

投資信託等残高推移

信託実績 １４３ 件（2019.9末現在）

証
券

信
託

19
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31,421 33,698 35,264 37,970 

31,179 33,488 35,070 
38,634 

62,600 
67,186 70,334 

76,604 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

2018/3 2019/3 2019/9 2021/3（予）

銀行別貸出金平残肥後 鹿児島

４．貸出増強
両行の強みを活用した営業を展開し、お客様の課題解決を支援することで、地元（熊本・鹿児島・宮崎）における貸出増強とあわせ、
県外においても貸出の増強を図っていきます。

●地元向け営業推進 鹿児島・宮崎：事業性評価・法個一体型営業の推進 熊本：創造的復興支援に対する取り組み強化

●北部九州、沖縄、都市部における取引先の裾野拡大

●ソリューション（Ｍ＆Ａ、事業承継、ストラクチャードファイナンス等）の取り組み強化 ●PPP、PFIの支援強化

(億円)

(億円)

(億円)

22,724 24,260 25,284 27,133 

22,617 23,462 24,119 
25,777 

4,232 
4,585 4,782 

5,594 49,573 52,307 54,185 
58,504 

0

20,000

40,000

60,000

2018/3 2019/3 2019/9 2021/3（予）

地元向け
熊本 鹿児島 宮崎

4,143 4,643 4,918 
5,822 

547 
658 751 

928 
434 

681 

1,365 

4,905 
5,735 

6,350 

8,115 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2018/3 2019/3 2019/9 2021/3（予）

北部九州・沖縄
福岡 長崎・大分 沖縄

215

8,122 
9,143 9,794 9,986 

8,122 
9,143 

9,794 9,986 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2018/3 2019/3 2019/9 2021/3（予）

都市部
東京・大阪

20
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５．海外戦略・県外戦略

東京

大阪熊本

鹿児島

【KFG・両行】
国際ビジネスへの取組み強化

・外為ビジネス推進強化
・グローバル人材の共同育成
・新拠点の設置検討

【中国・台湾（中華圏）】
グループ海外拠点の有効活用、相互情報共有

・鹿児島銀行台北駐在員事務所開設（2019/4）

・海外進出や貿易拡大支援
・観光交流促進

【アセアン】
業務提携外銀との連携強化、ネットワーク拡充

・現地投資環境情報、現地金融サービス等の提供
・サービスメニューの拡充

Asia

ベトナム

タイ

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

インドネシア

上海

フィリピン

香港 台北

マレーシア

沖縄

海外戦略

【東京・大阪】

●総合調査室を活用した各種調査分析
●地元と都市部をつなぐ新サービス開発
●「銀・証・信」連携による取引先支援
●九州経済活性化に資するパートナー発掘

•進出支援、現地での支援強化
•連携サポート強化

宮崎

海外戦略では、営業部門と市場部門の協働による外為収益の拡大やお客様の海外進出支援、現地でのサポートを
強化していきます。県外戦略では、両行の協働営業を推進するとともに、地域別に各行の個性を発揮した営業推進
も強化していきます。

【福岡】

●「九州フィナンシャルグループ福岡ビル」開業
（2019/7）
 福岡における営業、情報拠点機能集約と高度化
 北部九州戦略の推進
 お客様の販路拡大支援

福岡

県外戦略

鹿銀海外拠点
肥銀海外拠点
両行業務提携外銀
トレーニー派遣

アセアン

中華圏

深圳

【沖縄】
 鹿児島銀行2店舗体制による営業体制

の強化
 情報仲介機能の充実、ネットワーク

（情報連携）の開拓

那覇空港のハブ機能活用による
農畜産物等の輸出支援

21
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６．市場戦略～有価証券運用

円建債券の償還を主因に残高減少する中、市場部門では中・長期的な収益力強化に向け、運用の多様化・機動性向上に
取り組んでおります。

• 円建債券については償還等により残高が減少しましたが、代替

として比較的運用利鞘の厚い欧州国債や米国政府機関債等

への投資を行っております。

• 現物資産の多様化に加え、オプション等デリバティブ取引の活

用や、運用手法の多様化による運用力強化に努めております。

• 金利上昇リスクに適切に対処するため、現物資産の売買

に加え、金利スワップ取引等によるヘッジを活用した機動的な

運用を行い、上記評価益を確保しました。

有価証券運用残高（期中平均残高） 有価証券評価損益（２行合算）※金利リスクヘッジ後

有価証券利回り

22
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7．収益多角化への取り組み

事業開発領域

将来に向けた収益多角化・インキュベーション機能強化を目的とした「事業開発室」を新設
事業開発のテーマの提起・企画、各プロジェクトの統括、進捗管理やサポートを実施

金融に係る組織・機能を最適化しながら、地域の金融機能を
維持・強化

金融の枠を超えて、新たな事業への投資・開発、事業間連携等の
拡大による地域活性化

地域総合金融機能 地域産業振興機能

信託

証券

ＩＴ

カード

ｷｬﾋﾟﾀﾙ

リース

会計

コンサル

物流

農業振興 観光振興

人材紹介

教育

流通チャネル不動産開発

医療介護

銀行

マネタイズの仕組み構築
経営資源の最適配分

既存事業領域

情報、人材、管理機能、研究開発機能

業務範囲は徐々に拡大の方向

維持・強化 拡大

23



８．SDGｓ・ESG課題への取り組み（全体像）

グループ経営理念

当社グループは、グループ経営理念に掲げる「地域とともに成長し、活力あふれる地域社
会の実現」に貢献すべく、サステナビリティ宣言を策定し、ESGの観点からお客様や地域の
さまざまな課題解決に向けて取り組み、地域社会の持続的な発展に貢献するとともに、そ
の取り組みを通じて、企業価値の向上に努めてまいります。

地方の
構造的問題

人口流出

少子高齢化

域内産業の
縮小

目指す姿

CSV（共通価値の
創造）の実現

持続可能な地域社
会の実現

地域・お客様・当社
グループの

持続可能性向上

１．お客様や地域の環境・社会
問題解決につながる自律的
で責任ある投融資を推進

２．財務情報はもとより環境・社
会に与える影響等の視点も
重視

SDGsの趣旨に賛同し、全役職
員が主体的に取り組むことを宣言

１．持続可能な社会づくりへの
取り組み

２．地域経済発展への取り組み

３．普及・拡大への取り組み

重要課題

環境にやさしい
地域づくり

全ての人が活躍する
職場・地域づくり

全ての人を支える
地域の基盤づくり

持続可能な環境・社会
に貢献する人づくり、

地域に必要とされる組
織づくり

サステナビリティ宣言

投融資に関する指針

24
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• 環境配慮型の定期預金、投資信託等商品取り扱い

～阿蘇グリーン定期預金 2,182億円（寄付額：1,091万円）

• 環境格付融資制度・環境配慮型融資商品の推進

～環境関連融資実行額 ６億円

• 与信判断における対象企業の環境問題への対応実績考慮

• 再生可能エネルギー案件の融資実行額 ～56億円

８．SDGｓ・ESG課題への取り組み①

環境
（Environment）

九州フィナンシャルグループでは、地域の豊かな自然を守り、次の世代に確実に受け渡す

ため、 事業活動やさまざまな社会貢献活動を通し、環境保全に努めています。

• 使用済み用紙リサイクルや環境配慮型行用車導入

• 植林や水田復活の取り組みによる緑と地下水の保全

～田植え面積 11.5ha、植樹本数13万本（累積）

• ㈶肥後の水とみどりの愛護基金 による環境保全活動

• かごしま環境パートナーズ協定締結

 環境省との「国立公園オフィシャルパートナーシップ」
締結

環境省「国立公園満喫ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」で選定された8か所の国
立公園のうち、当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの地元である2か所の国立公園
ｴﾘｱに対して、観光振興に向けた取り組みを実施

 阿蘇くじゅう国立公園

 霧島錦江湾国立公園

 環境省「地域におけるESG金融促進事業」支援先
機関に採択

鹿児島銀行は、環境省の実施する「地域におけるESG金融
促進事業」の支援先として採択されました。

鹿児島県肝付町における「バイオマス発電による地域課題
（畜産糞尿処理）解決とエネルギーの地産地消モデル構
築事業」を通じて、ESG金融の確立を目指しています。

事業活動を通じた環境対応

社会貢献活動を通じた環境対応

25
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取り組み事例「国立公園オフィシャルパートナーシップ」

地域活性化に向けた提携・連携強化 指宿市

観光資源としての可能性調査 観光需要の模索 アウトドアの可能性の啓発

活力あふれる地域経済社会の実現

地域の持続的な発展に欠かせない『活力あふれる地域経済社会』の実現に向け、鹿児島銀行は自治体との「地方創生に係る

相互協力および連携に関する協定」を締結し、地域の産業振興に取り組んでまいります（協定自治体は12先）。

事業名称 指宿アウトドア事業（当行と環境省の「国立公園オフィシャルパートナーシップ」をベースとした取組み）

実施目的 指宿（霧島錦江湾国立公園）におけるアウトドアコンテンツの親和性・市場性の検証

実施期間 2019/10/26～11/4（10日間）

実施内容

グランピング （60千円/組） 県内家族向け40組（138名）

アウトドアディナー（15千円/人） 地元関係者向け（81名）

ザ・キャラバン （60千円/人） 県外富裕層向け6組（12名）

事業パートナー 株式会社WonderWanderers（ﾜﾝﾀﾞｰﾜﾝﾀﾞﾗｰｽﾞ・東京・環境省ｵﾌｨｼｬﾙﾊﾟｰﾄﾅｰ企業）

宿泊テント（内観） 宿泊テント（外観） ｱｳﾄﾄﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ風景
ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

（知林ヶ島ｶﾞｲﾄﾞｳｫｰｸ）宿泊者ﾚｽﾄﾗﾝ会場

交流人口増加による地域経済活性化

26
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８．SDGｓ・ESG課題への取り組み②

社会
（Social）

九州フィナンシャルグループでは、地域総合金融機能や地域産業振興機能を発

揮することで、地域の長期的な成長を支援し、「活力あふれる地域社会」を、ともに

創りあげていきます。

• 外部パートナーとの連携・提携やファンド等を活用した地域産業の創

出・育成の取り組み

～共同ファンド実績累計額 89億円

• 観光・農業振興を目的とした法人を設立し、地域振興施策を展開

• 熊本地震からの創造的復興支援

復興支援商品の取り扱い、復興ファンドの設立

～復興支援関連融資実行累計額 2,469億円

• 地域の人材育成に向けた取り組み

産学官連携「熊本テックプラングランプリ」開催

九州アジア人財開発協同組合による外国人実習生受入

知的障がいを持つ子どもたちへの金融教育事業の実施

• 地域スポーツ振興

「2019女子ハンドボール世界選手権大会」公式スポンサー

～従業員応援団2,000名、大会運営ボランティア100名

外貨預金等 大会協賛キャンペーン等の展開

• イクボス研修・意見交換会の実施

• プラチナくるみんの取得

• キャリアチャレンジ制度

地方創生 地域貢献

ダイバーシティ・ワークライフバランス

 “バンクオブザイヤー”「ディールオブザイヤー」を受賞

肥後銀行は、「後を引き継ぐ経営者不在に悩む企業の存続
と発展に貢献した」と評価され、株式
会社日本M&Aセンターが主催する
第7回”バンクオブザイヤー”において、
「ディールオブザイヤー」を受賞しました。

←大会記念「くまモンのＩＣ ＣＡＲＤ」
（地域交通系ＩＣカード）

大会を記念した特別デザインを肥銀グループ
の「肥銀カード」が発行。大会の支援ととも
に、地域のキャッシュレス化推進を図る。
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【九州・大学発ベンチャー振興会議】
 九州内の金融機関・大学・事業者と共同で、九州の大学における研究シーズの事業化を目的に、2017年に「九州・大学発

ベンチャー振興会議」が設立。
 会議の参画団体により、「九州・大学発ベンチャー振興シーズ育成資金」を創設し、大学の技術シーズへ寄付。

取り組み事例「地域産業の創出・育成」
肥後銀行は熊本県内の自治体・大学・事業者等との連携により、様々な施策展開しております。

各種施策を通じて、地域における新たな産業創出を推進していきます。

熊本県内における創業支援

九州における創業支援

【産学官金が連携した創業支援】
 熊本県、熊本大学、熊本県工業連合会、リバネスと連携した取組「熊本テックプランター」を通じて、県内における創業者支援に

取り組んでいます。7月に第４回目のテックプラングランプリを開催し、32チームがエントリー、これまで延べ110チームが参加。
 熊本テックプランターを通じて、８社の法人設立、５億円超の資金調達が実現。

・産学官金が連携した、ベンチャー
創出支援の取組

・シーズの事業化による新たな産
業・雇用創出

・インキュベーション施設
「L-HUB KUMAMOTO」開設

<テックプラングランプリ>
開 催：2019年7月
聴講者：362名
発 表：12チーム
（エントリー32チーム）

最優秀賞：P＆A
光合成細菌由来の藻類
活力剤

熊本県肥後銀行 熊本大学

熊本県
工業連合会

リバネス
産

官金 学

官

肥後銀行
九州内各銀行

経済団体
事業者

寄付 シーズの
事業化

大学における
有望なシーズ

産官金による支援

寄付
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９．グループガバナンスの高度化

組織改定

広報部門・主計部門の一体化

委員会改定

 広報・ＩＲ部の新設・3社広報機能の一体化
広報・ＩＲ戦略立案のスピードアップと質の強化によるブランド力向上
図るため、「広報・ＩＲ部」を新設。グループ内の広報部門を統合。

 主計部門の一体化
グループ内の主計部門を統合。決算業務の品質向上や効率化等を図る

ため、当社グループの財務諸表作成・報告に関する基準や業務フローを統
合。

事業開発室の新設
新
設

新
設

グループ戦略委員会

組織融合・本社ビル建設委員会

組織・機能等の融合及び本社ビル建設に関
する協議

新事業開発委員会

新規事業、新たな収益開発、国内外及び業
務領域等における新たなﾏｰｹｯﾄ等の協議計部
門の3社融合

デジタル・イノベーション委員会

デジタルテクノロジー等の活用並びに基盤整備
に関する方針、戦略等の策定、実現及び効
果検証に関する協議

新
設

新
設

改定

当社グループの融合を促進し、当社の経営管理機能を強化するとともに、
連結収益強化に向けた収益多角化や新たな事業開発を推進

当社グループの組織横断的な課題への対応を強化
（グループ戦略委員会を再編し、戦略課題を明確にした以下の３委員会を新設）

 「事業開発室」の新設
事業戦略部（※）内に、新規事業開発に特化する「事業開発室」を
新設

※急激な環境変化・技術変化に対応し、連結収益を強化する体制整
備の一環として、「グループ戦略部」を「事業戦略部」に改称し、既存事
業及び新規事業の開発に向けた戦略企画という役割を明確化。

融
合

新
設
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37.3%

28.1%

24.4% 23.7%

31.9%

49.4%

0.0%
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20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

0
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2017/3末 2018/3末 2019/3末 2020年3末（予想）

配当総額 自己株式取得価額総額 配当性向 総還元性向

配当総額と配当性向の推移

（億円）

連結当期純利益

194億円147億円

１０．資本政策～株主還元

九州フィナンシャルグループは、内部留保の充実に留意しつつ、機動的な資本政策により資本効率を高め、利益成長
を通じた安定的な配当を実施することを基本方針とします。

1株あたり配当金：中間配当６円 通期12円（予定）／総額52億円

30

【2020年３月期】

228億円222億円

自己株式の取得：５５億円（上限） １２百万株（上限）

安定的な配当

機動的な資本政策

※発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.65％

※取得期間：2019年11月13日～2020年３月24日
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計数資料
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１．決算概況

【肥後銀行】
・業務粗利益は、資金利益・役務取引等利益は減少したものの、国債等
債券損益の改善等により、前年同期比＋6億円の273億円となった。

・経常利益は、臨時損益は減少したものの業務純益が増加したことから、
前年同期比＋3億円の114億円となった。

・中間純利益は、前年同期比＋2億円の79億円となった。

肥後銀行 損益状況 鹿児島銀行 損益状況（億円） （億円）

【鹿児島銀行】
・業務粗利益は、資金利益は減少したものの、国債等債券損益の改善
等により、前年同期比＋9億円の272億円となった。

・経常利益は、業務純益が増加したことから、前年同期比＋8億円の
83億円となった。

・中間純利益は、前年同期比＋6億円の60億円となった。

経常収益 381 379 △2

業務粗利益 267 273 6

うち資金利益 233 221 △11

うち役務取引等利益 40 33 △7

うちその他業務利益 △6 19 25

(うち国債等債券損益) (0) (25) (25)

経費（△） 177 177 0

コア業務純益 89 71 △18

一般貸倒引当金繰入額（△） △0 △ 4 △4

業務純益 90 101 10

臨時損益 20 13 △7

不良債権処理額(△) 10 9 △0

株式等関係損益 30 20 △10

その他臨時損益 △0 2 2

経常利益 111 114 3

特別損益 - 0 0

税引前中間純利益 111 114 3

中間純利益 77 79 2

（与信費用） 9 4 △4

2018/9 2019/9 増減

経常収益 316 320 3

業務粗利益 263 272 9

うち資金利益 234 227 △7

うち役務取引等利益 29 29 △0

うちその他業務利益 △0 15 16

(うち国債等債券損益) (△3) (14) (17)

経費（△） 169 173 3

コア業務純益 96 84 △12

一般貸倒引当金繰入額（△） 4 0 △4

業務純益 88 98 9

臨時損益 △13 △14 △1

不良債権処理額(△) 18 6 △11

株式等関係損益 10 △3 △14

その他臨時損益 △5 △4 1

経常利益 75 83 8

特別損益 △0 △1 △0

税引前中間純利益 75 82 7

中間純利益 54 60 6

（与信費用） 22 7 △15

増減2018/9 2019/9
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２．資金利益

【肥後銀行】 221億円（前年同期比△11億円）

・国内の貸出金利息は微増したものの、有価証券利息（国内部門）の
減少により、前年同期比△11億円となった。

肥後銀行 資金利益の状況 （億円）（億円）

【鹿児島銀行】 227億円（前年同期比△7億円）

・有価証券利息（国内部門）が減少したことにより、前年同期比△7億
円となった。

（億円） （億円）（億円） 資金利益の推移 有価証券利息の推移国内貸出金利息の推移

鹿
児
島

肥
後

2016/9 2017/9 2018/9 2019/9
2018/9

比増減

資金利益 233 235 233 221 △11

210 212 208 203 △4

うち貸出金利息 165 163 164 165 1

うち預金利息 4 3 1 1 　　　△0

うち有価証券利息 62 62 55 46 △9

23 23 25 18 △6

うち貸出金利息 0 2 3 5 2

うち預金利息 0 0 0 0 0

うち有価証券利息 27 29 35 44 8

国内部門

国際部門

2016/9 2017/9 2018/9 2019/9
2018/9

比増減

資金利益 227 234 234 227 △7

218 229 229 220 △9

うち貸出金利息 182 180 179 180 0

うち預金利息 3 3 2 2 　　　△0

うち有価証券利息 42 54 52 42 △10

9 5 5 7 1

うち貸出金利息 0 0 0 2 1

うち預金利息 0 0 0 0 　　　△0

うち有価証券利息 13 11 10 15 5

国内部門

国際部門

233 235 233 221

227 234 234 227

461 470 468 449

0

100

200

300

400

500

2016/9 2017/9 2018/9 2019/9

165 163 164 165

182 180 179 180

348 344 343 345

0

100

200

300

400

2016/9 2017/9 2018/9 2019/9

89 92 90 90

56 65 62 58

145
157 153 148

0

50

100

150

200

2016/9 2017/9 2018/9 2019/9

鹿児島銀行 資金利益の状況
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振込手数料

口座振替

ATM関連

その他

法人ソリューション

生損保

投資信託

その他

支払為替手数料

支払保証料

団信保証料

３．役務取引等利益

肥後銀行 役務取引等利益の状況

（億円）

【肥後銀行】

・役務取引等利益は、預り資産関連手数料の減少と団信保険料の
増加等により、前年同期比△7.3億円の32.8億円となった。

【鹿児島銀行】

・役務取引等利益は、前年同期並みの29.0億円となった。

（億円）

54.7 54.5
57.5

54.1

22.5 23.1

17.2
21.6

役
務
取
引
等
利
益

役
務
取
引
等
利
益

役
務
取
引
等
利
益

役
務
取
引
等
利
益

55.3
50.6 51.1 51.1

23.5
27.1

21.6 22.1

役
務
取
引
等
利
益

役
務
取
引
等
利
益

役
務
取
引
等
利
益

役
務
取
引
等
利
益

■団信保険料

■支払保証料

■支払為替手数料

■その他

鹿児島銀行 役務取引等利益の状況
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４．経 費

【肥後銀行】

・経費は、前年同期並みの177億円となった。

・ＯＨＲは、前年同期比△1.52％の64.76％となった。

肥後銀行 経費の状況

（億円） （億円）

【鹿児島銀行】

・経費は、本店別館関連の償却費および税金が増加したことから、前年
同期比＋３億円の173億円となった。

・ＯＨＲは、前年同期比△0.80％の63.72％となった。

鹿児島銀行 経費の状況
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５．貸出金（末残・平残）

【肥後銀行】（末残）
・各セクター向けの貸出がいずれも増加したことから、前年度末比
＋1,662億円の3兆6,546億円となった。

肥後銀行 平残

【鹿児島銀行】（末残）
・各セクター向けの貸出がいずれも増加したことから、前年度末比
＋1,452億円の3兆5,528億円となった。

（億円）

（億円）

13,932 15,320 16,349 17,617 18,012 

9,875 
10,276 10,823 

11,408 11,608 
4,501 

5,013 
5,291 
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9,459 10,698 11,834 12,849 13,292 
4,371 
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4,677 5,679 28,643 
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肥後銀行 末残

13,153 14,275 15,442 16,585 17,194 

9,648 10,009 10,503 11,063 11,477 
4,307 
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6,049 6,592 
27,110 
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（億円） （億円） 鹿児島銀行 平残

鹿児島銀行 末残
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6．与信費用と金融再生法開示債権

１０

肥後銀行 与信費用の状況

【肥後銀行】
・与信費用比率は、前年同期比△0.02％の0.01％となった。

・不良債権比率は、前年度末比△0.08％の1.49％となった。

肥後銀行 金融再生法開示債権の状況

（億円） （億円）

（億円）

【鹿児島銀行】
・与信費用比率は、前年同期比△0.06％の0.01％となった。

・不良債権比率は、前年度末比△0.09％の2.18％となった。

（億円）

鹿児島銀行 与信費用の状況

鹿児島銀行 金融再生法開示債権の状況
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７．有価証券

【肥後銀行】
・有価証券残高は、国債が減少する一方、外債等が増加したことから、
前年度末比＋854億円の12,943億円となった。

肥後銀行 有価証券残高の状況

（億円）

（億円）

（億円）

肥後銀行 有価証券評価損益の状況

（億円）

【鹿児島銀行】
・有価証券残高は、国債等の減少を外債の増加ではカバーしきれず、
前年度末比△427億円の7,636億円となった。

鹿児島銀行 有価証券残高の状況

鹿児島銀行 有価証券評価損益の状況
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８．総預金（含むＮＣＤ）（末残・平残）

【肥後銀行】（末残）
・各セクター向けの預金がいずれも増加したことから、前年度末比
＋806億円の4兆7,036億円となった。

【鹿児島銀行】（末残）
・各セクター向けの預金がいずれも増加したことから、前年度末比
＋1,082億円の4兆665億円となった。

肥後銀行 平残

肥後銀行 末残

鹿児島銀行 平残

鹿児島銀行 末残（億円） （億円）

（億円） （億円）
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９．自己資本比率

肥後銀行 自己資本比率の状況

【肥後銀行】
・自己資本比率は、貸出金増加に伴うリスクアセットの増加を主要因とし
て、前年度末比△0.09％の10.64％となった。

（億円）（億円）

【鹿児島銀行】
・自己資本比率は、前年度末比＋0.12％の10.47％となった。

（億円） （億円）

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2019/9
2019/3比

増減

①コア資本額 2,629 2,684 2,703 2,766 2,816 49

②リスクアセット 22,779 23,959 25,211 26,716 26,896 180

③自己資本比率（①÷②） 11.54% 11.20% 10.72% 10.35% 10.47% 0.12%

鹿児島銀行 自己資本比率の状況

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2019/9
2019/3比

増減

①コア資本額 2,573 2,591 2,662 2,748 2,792 44

②リスクアセット 21,243 22,488 24,020 25,610 26,232 622

③自己資本比率（①÷②） 12.11% 11.52% 11.08% 10.73% 10.64% △0.09％
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肥後銀行
アパート向け融資残高の割合
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１0．住宅ローン（アパート向け含む）

【肥後銀行】
・住宅ローン（アパート向け含む）の残高は、10,652億円。
・アパート向け融資残高の割合は、5.21％。
・シェアハウス、サブリース案件はない。

肥後銀行 住宅ローン（アパート向け含む）残高の状況

（億円） （億円）

【鹿児島銀行】
・住宅ローン（アパート向け含む）の残高は、12,582億円。
・アパート向け融資残高の割合は、3.56％。
・シェアハウス、サブリース案件はない。

5.21％ 3.56％
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鹿児島銀行 住宅ローン（アパート向け含む）残高の状況

鹿児島銀行
アパート向け融資残高の割合
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本件に関するお問い合わせ先

株式会社 九州フィナンシャルグループ 経営企画部

林田 ℡ 096-326-5588

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。

こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化等により、目標対比異なる可能性があることにご留意ください。


